
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 遠隔授業実践ガイド 

石川県立医王特別支援学校 

令和３年度特別支援学校「GIGA スクール構想」モデル事業 

～病弱教育に取り組む特別支援学校の実践～ 



 

はじめに 

 

 

本マニュアルは、本校が石川県教育委員会における令和 3 年度特別支援学校「GIGA ス

クール構想」モデル事業の実施校として『遠隔授業』に取り組んだ成果をまとめたもので

す。貴校の取組の一助になることがあれば幸いに存じます。 

 

文部科学省が令和元年 12 月に発表した「GIGA スクール構想」は、全国の小学校児

童・中学校生徒全員への「1 人 1 台端末」と、ストレスなくインターネット上の情報やク

ラウドを利用できる「高速大容量の通信ネットワーク」の一体的な整備を中核とするもの

です。コロナ禍 2 年目となった令和 3 年は、感染拡大のため、学校の ICT 環境の整備が

急速に進み、本格的な活用が始まったことから、GIGA スクール構想元年となりました。 

 

本校は、病気等により継続して医療や生活上の管理が必要な児童生徒に対して必要な配

慮を行いながら個々の児童生徒に応じたきめの細かい教育を行う県内唯一の病弱教育の特

別支援学校です。課題として「学習内容の制限」、「同世代とのつながりの制約」、「学習の

空白」などに取り組んでいますが、対する有効な手立てとして、以前より遠隔授業に取り

組んできました。児童生徒の減少に伴う大幅な教員の減少、ICT 機器に堪能な教員の流出

などの事情のため、基本となる学校運営も厳しい状況でしたが、このモデル事業を通して

全教職員が遠隔授業を基本から学び直し、一人ひとりの知識やスキルを向上させることが

できました。 

 

令和 4 年度からは高校生徒全員についても「1 人 1 台端末」が導入されることで、「1

人 1 台端末」は「令和の時代における学校のスタンダード」として定着し、遠隔授業はさ

らなる進化を続けます。本校でも引き続き研鑽に励み、教育力向上に努めてまいりますの

で、本マニュアルについて忌憚のないご意見やご指導をお願いいたします。 

 

 最後になりましたが、本校の研究に懇切丁寧なご指導・ご助言をいただきました金沢星陵

大学准教授新谷洋介先生、ICT 機器の操作方法や先進的な取組などをご教示いただきまし

た皆様に敬意を表するとともに、深く感謝を申し上げます。 

 

令和 4 年 3 月吉日 

石川県立医王特別支援学校 

校長 川口 美江子 



 

もくじ 

Ⅰ 各機材の接続について                       Ｐ１～ 

 

Ⅱ 実践例                              Ｐ３～ 

  （１）前籍校の授業を参観：本校会議室と前籍校 

  （２）前籍校との授業交流：病棟デイルームと前籍校 

  （３）医王病院デイサービス利用者との交流① 

      ：本校会議室と病院のデイケアルームと 6 つの病室 

  （４）医王病院デイサービス利用者との交流② 

      ：本校会議室と病院のデイケアルームと 2 つの病棟のデイルームと３つの病室 

  （５）「医王のつどい」代替活動：本校会議室と病室 

  （６）遊びの指導 ゲーム遊び：病室と病室 

  （７）授業参観 遊びの指導 ゲーム遊び：本校会議室と病室 

  （８）文化祭 水引体験：本校会議室と病室 

   ・資料  オンラインで楽しむことができる遊びの紹介      

医王特支病棟訪問教育編               Ｐ１５～ 

・紹介した事例で本校が使用した機材一覧表           Ｐ１８～                    

 

Ⅲ 本校のネットワーク環境と機器について               Ｐ２０～ 

（１）本校の ICT 環境・ネット環境 

（２）医王病院内ネットワークの使用等について確認事項 

・<別表> その他本校で使用している機器の紹介  

 

Ⅳ 病気の子どもの学習保障の現状                   Ｐ２３ 

（１）病気の子どもや入院している子どもに対する教育の意義 

（２）高校生の学習支援 

   

Ⅴ 在籍する子どもの病気や入院が分かったら             Ｐ２４ 

 

Ⅵ 遠隔授業を活用した学習支援について               Ｐ２５～ 

 

Ⅶ 遠隔授業に向けての職員研修                   Ｐ３０  

 



 

0 

 

 

  

このページでは実践例で使用した主な機材について簡単に紹介します。 

詳しくはＰ１８、１９をご覧ください。 

PC 

本校では教師用 PC（内蔵カメラなし） 

を使います。 

HDMI ケーブル 

大型モニターに PC や iPad を接続す

るためのケーブルです。 

タブレット端末 

医王病院内では１人１台端末

（iPad）や電話回線で接続するセ

ルラータイプの iPadを使用してい

ます。 

アダプター（図中○※） 

iPad と LANケーブル、電源を接

続します。 

Webカメラ（マイク付き）カ

メラを内蔵していないＰＣに

ＵＳＢで接続して使います。 

大型テレビ 

PC や iPad の画面を大きく提示する

ために HDMI ケーブルで接続して使

用します。 

アダプター（図中★） 

iPadとHDMI ケーブル、電源を接

続します。 

 

LANケーブル 

PC や iPad をネットワークに接続

するため本校会議室や病室の LAN

ポート   に繋ぎます。 

https://4.bp.blogspot.com/-Oi01JqH7jPw/VJF-fejn1YI/AAAAAAAAprk/oP_pxsJoYwQ/s800/computer_lan_cable.png
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Ⅰ 各機材の接続について 

 

 

 

 

  

Wi-Fi と有線 LAN ポート       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Wi-Fi と電話回線タブレット端末         

 

 

 

 

 

 

 

 

対象生徒の希望にそって本校で
はカメラがついていない PC を
使用しました。 

病棟デイルームではタブレット端末の画面を大

きく映すため、HDMI ケーブルで大型テレビにつ

なぎました。医王病院内では Wi－Fi 使用不可の

ため電話回線使用の iPad を使いました。 

前籍校 

カメラ内蔵 PC 

医王病院病棟デイルーム 

児童１人 1 台のタブレット端末 

Ⅱ実践例では、以下の接続方法を基本としています。 

 

本校会議室 
Ⅱ実践例（１）前籍校の授業を参観  

において使用した接続方法です。 

 
前籍校 

カメラ内蔵 PC（校内Wi-Fi） 

 

 

 

 
教室や体育館の全体を PC のカメラ

で映していました。 

 

 

 

Ⅱ実践例（２）前籍校との授業交流   

において使用した接続方法です。 

 

iPad と HDMI ケーブルを繋ぐアダプター★ 

 

前籍校とは、医王病院に短期的に入院し、本校に転入した児童生徒が転入前に在籍していた学校を

さします。退院後は前籍校に戻ることを前提にしています。 

 

HDMIケーブル 

HDMI ケーブル 

★ 

 

接続方法① ＰＣとＰＣ 

接続方法② ＰＣとタブレット端末

医 

LANケーブル 
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医王病院内の授業で電話回線使用の iPad が不足す

る場合、１人 1 台端末を病室の LAN ポートに繋い

で使用します。 

 

 

   

無線と無線（医王病院内は主に電話回線を使用）  

   

 

有線 LAN ポートと無線（電話回線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

有線 LAN ポートと電話回線 

 

  

○※ iPad と（ライトニングまたは

USB タイプ C）と有線 LANを繋

ぐアダプター、同時にモバイルバ

ッテリー、ACアダプターなどで電

源を繋ぐこともできます。 

病室 

 

 

モバイルバッテリー 

iPad を有線でインター

ネットに繋ぐと「電力不足

でインターネットに接続

できない」という表示が出

る場合があります。そのよ

うな場合に使用します。

AC アダプターを繋ぐこと

もできます。 

 

＜1 人 1 台端末を有線でインターネットに 

繋ぐには＞ 

医王病院内では Wi-Fi を使用できない

ため、県教委・医王病院の許可を得て有

線で使用しています。Wi-Fi を切ってか

ら院内に持参します。LAN ポートに繋

ぎ、設定アイコンを開いて Ethernet を

選びます。 

本校会議室 

ほ 

 

Ⅱ実践例（６）遊びの指導 ゲーム遊び  

     において使用した接続方法です。 

 

Ⅱ実践例（７）授業参観   

において使用した接続方法です。 

 

電話回線 電話回線 

電話回線 

電話回線 

電話回線 

電話回線 

○※  

 

電話回線 

HDMI ケーブル 

接続方法③ 複数のタブレット端末 

接続方法④ ＰＣと複数のタブレット端末 

★ 

LANケーブル 
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＜遠隔システムの環境等＞  使用アプリ：Google Classroom 

ホスト＜前籍校＞ 

参加者 ：中学２年生３８名、教員１名 

機材  ：カメラ内蔵 PC 

通信手段：Wi-Fi 

＜本校会議室＞ 

参加者 ：中学部２年生１名、教員１名 

機材  ：PC、大型テレビ、HDMI ケーブル 

     LAN ケーブル 

通信手段：有線 LAN 

Ⅱ 実践例   

（１）前籍校の授業を参観：本校会議室と前籍校 

 

＜目的と内容＞ 

集団に入ることが難しい対象生徒（医王病院

に短期的な入院・本校に通学）が前籍校の授業

の様子を知ることを目的に、英語や体育の授

業、総合的な学習の時間の発表を参観した。 

対象生徒の希望により本校の PC にはカメラ

をつけず、マイクをオフにして行った。 

本校会議室 

前籍校 ホスト 

カメラ内蔵 PC（校内 Wi-Fi） 

 

＜成果と課題＞ 

 本校側の映像を映さず、音声も入力しないことによって、対象生徒が安心して前籍校の授

業を参観することができた。対象生徒は前籍校の様子がよく分かったと感想を述べていた。 

 授業の様子を映すカメラの角度によって、授業の様子が分かりにくくなったことがあり、

映像の鮮明度が大切であると感じた。対象生徒はすでに前籍校のアカウントを持っていた

ので接続は容易であった。 

本校会議室  

 

接続方法① 

HDMI ケーブル 

LANケーブル 
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＜遠隔システムの環境等＞  使用アプリ：Web 会議システム Zoom 

ホスト＜前籍校＞ 

参加者 ：小学３年生２２名、教員１名 

機材  ：カメラ内蔵 PC 

Chromebook(児童全員) 

通信手段：Wi-Fi 

＜病棟デイルーム＞ 

参加者 ：小学部３年生１名、教員１名 

機材  ：セルラータイプ iPad、大型テレビ、HDMI

ケーブル、 

★アダプター（ライトニング⇔HDMI） 

通信手段：電話回線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）前籍校の授業の交流：病棟デイルームと前籍校 

 

＜目的と内容＞ 

来年度、前籍校へ復帰を予定している対象児童

（約 2 年間入院）が前籍校の友達や学校の様子

を知り、交流するため学期に１回程度継続して実

施している。 

1学期は、自己紹介やビンゴゲームを行った。

友達の顔や声に笑顔を見せ、楽しそうに参加して

いた。 

 

＜成果と課題＞ 

 大型テレビを使用したことで、前籍校の児童の顔が大きく見え、対象児童が友達やクラ

スの様子をより知ることができたように感じた。友達の自己紹介もしっかり聞こえ、対象

児童はうれしそうな表情で参加していた。 

 ホスト PC のスペックの問題かギャラリービューで全員の顔が映らなかった。大人数で

の活動では画面の数を制限するなどの工夫が必要であると感じた。 

 

児童１人 1 台端末 

前籍校 ホスト 

カメラ内蔵 PC 

 

 

病棟デイルーム 

医王病院病棟デイルーム 

接続方法② 

HDMI ケーブル 

アダプター★ 
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＜遠隔システムの環境等＞  使用アプリ：Web 会議システム Zoom 

ホスト＜本校会議室＞ 

参加者 ：教員４名 

機材  ：PC、大型テレビ、HDMI ケーブル 

Web カメラ、LAN ケーブル 

通信手段：有線 LAN 

＜病院デイケアルーム＞ 

参加者 ：病院デイサービス利用者７名、スタッフ５名 

機材  ：カメラ内蔵 PC、大型テレビ、 

HDMI ケーブル、LAN ケーブル 

通信手段：有線 LAN 

＜各病室＞ 

参加者 ：児童生徒６名 

機材  ：iPad６台、LAN ケーブル、モバイルバッテリー、タブレットスタンド 

○※アダプター（ライトニング⇔有線 LAN・電源） 

通信手段：電話回線（３台）、有線 LAN（３台） 

＜目的と内容＞ 

医王病院デイサービス利用者と本校の児童生徒との交流を目的として年２回実施して

いる。今回はクイズや歌で交流した。コロナ禍のため昨年度よりオンラインでの交流を実

施している。医王病院デイケアルーム、学校会議室、各病室の８か所を繋いで活動した。 

本校会議室 

6 つの病室 医王病院デイケアルーム 

（３）医王病院デイサービス利用者との交流①＜クイズや歌で交流＞ 

本校会議室と病院のデイケアルームと６つの病室 

 
接続方法④ （医王病院デイケアルームも加えました。） 

医王病院デイケアルーム 

医王病院のデイサービス、主に重症

心身障害や筋ジストロフィーの方を

対象とした通所サービス(児童発達

支援、放課後等デイサービス、生活

介護)利用者が使用するスペース 
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＜成果と課題＞ 

 今年度初めての交流は画面に映るお互いの顔を見ながら行うことができた。クイズでは、

児童生徒が出題者の音声だけが聞こえるようミュート（自分の音声を iPad が感知しない

よう）にして参加した。答えがわかったときは「わかった！」と書かれたうちわを活用し、

視覚的な工夫をしながら進めることができた。オンラインでの効果的な用具の使い方を実

感することができた。  

病院デイケアルーム 

カメラ内蔵 PC 

利用者 7 名と担当職員5 名 

 

本校会議室 ホスト 

クイズ出題者：校長、教頭、機器の操作のための教員 

電話回線 

電話回線 電話回線 

HDMI ケーブル 

HDMI ケーブル 

アダプター○※  

病室 

アダプター○※  

アダプター○※  

LANケーブル 

LANケーブル 

LANケーブル LANケーブル 

LANケーブル 
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（４）医王病院デイサービス利用者との交流② ＜演奏会＞ 

本校会議室と病院デイケアルームと 2つの病棟デイルームと 3つの病室 

 

＜目的と内容＞ 

楽器の生演奏に触れる体験を共有すること

を目的に校外からチェロ演奏者を招き、演奏

会を行った。コロナ禍以前には、デイサービス

利用者はスタッフと、本校児童生徒は保護者

同伴で本校体育館に集まり行っていた。今回、

保護者は会議室、児童生徒は病棟デイルーム

や病室、デイサービス利用者はデイケアルー

ムで参加した。７カ所を繋いでのオンライン

演奏会であった。 

会議室演奏者の前に置かれた TV の画像 

 

校内有線 LAN 使用ホスト PC 

TV と Web カメラ（TV の下）を接続 

2 つの病棟デイルーム  

計７名の児童生徒 3 つの病室 計 3 名の児童生徒 

 

本校会議室 

接続方法④ （医王病院病棟デイルームでは大型テレビを加えました。） 
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＜遠隔システムの環境等＞  使用アプリ：Web 会議システム Zoom 

ホスト＜本校会議室＞ 

参加者 ：演奏者、保護者 3名、教員２名 

機材  ：PC、大型テレビ、HDMI ケーブル 

Web カメラ、LAN ケーブル 

通信手段：有線 LAN 

＜病院デイケアルーム＞ 

参加者 ：病院デイサービス利用者８名、 

スタッフ５名 

機材  ：PC（内蔵カメラ有）、大型テレビ、

HDMI ケーブル、LAN ケーブル 

通信手段：有線 LAN 

＜各病室＞ 

参加者 ：児童生徒３名 

機材  ：iPad３台、LAN ケーブル、変換アダ

プター(ライトニング⇔有線 LAN・電

力)、モバイルバッテリー、タブレット

スタンド、LAN ケーブル 

通信手段：電話回線（２台）、有線 LAN（１台） 

＜A・B 病棟の各デイルーム＞ 

参加者 ：A 病棟児童３名、B 病棟児童生徒４名 

機材  ：iPad２台（各病棟１台） 

変換アダプター(ライトニング⇔HDMI) 

タブレットスタンド 

通信手段：電話回線（２台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果と課題＞ 

 演奏者の前にある大型テレビに、参加者の映像を７分割で全員映し出すことができ、演奏

者が観客を意識して演奏することができた。 

 保護者が Webカメラの前に立つことで、アップで児童生徒に話しかけることができた。 

 事前の機器確認が不十分だったため、アダプター（USB タイプC）を間違え、繋がるま

でに時間がかかってしまった。 

 参加者がミュートにすることで病室の音が演奏者には聞こえないようにした。事前学習

で参加児童生徒が選んだリクエスト曲を紙に書いておき、当日提示し、その中から演奏者が

選ぶことができた。病室や病棟デイルームの児童生徒は各 iPadに映った演奏者とツーショ

ットの記念撮影をすることもできた。 

Ａ・Ｂ病棟の各デイルーム 

 
本校会議室 ホスト 

ほ 

 

病室 

 

病室 

 電話回線 電話回線 

電話回線 

病院 

デイケアルーム 

 

HDMI ケーブル 

HDMIケーブル 

カメラ内蔵 PC 

 

アダプター★ 

アダプター○※  

LANケーブル 

LANケーブル 

LANケーブル 
HDMI ケーブル 
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＜遠隔システムの環境等＞  使用アプリ：Web 会議システム Zoom 

ホスト＜本校会議室＞ 

参加者 ：中学部２年生２名、教員２名 

機材  ：PC、大型テレビ、HDMI ケーブル 

Web カメラ、LAN ケーブル 

通信手段：有線 LAN 

＜各病室＞ 

参加者 ：中学部２年生２名、教員２名 

機材  ：iPad２台、タブレットスタンド、 

通信手段：電話回線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）「医王のつどい」代替活動：本校会議室と病室 

 

本校会議室  

＜成果と課題＞ 

病棟の生徒は同じ病室にいても、

顔を合わせることができない。ま

た、コロナ禍のため生徒全体で集ま

る機会がなくなり、本校で学習する

生徒に会うこともできなくなった。

初めてお互いの顔を見ながら自己

紹介を交わし、ゲームをすること

で、理解を深め合うことができた。 

もともと声の小さい生徒もいた

ため、Zoom を通すとさらに声が聴

き取り辛い場面もあった。児童生徒

の状況に応じてマイクを準備する

ことが必要である。 

＜目的と内容＞ 

新型コロナ感染予防のため中止となった「医王のつどい（運動会）」の代替活動であ

る。生徒同士の直接的な交流ができないため、少人数によるオンラインでのゲーム活動

を行った。 

病室から本校に通学して授業を受ける中学部 2年生 2名と病室ベッドサイドで授業を

受ける同学年の生徒 2名で行った。画面を通して初めての対面である。自己紹介の後、

校長も交えて「ぴったんこゲーム」（Ｐ１５資料「オンラインで楽しむことができる遊

びの紹介 医王特支病棟訪問編」参照）を行った。 

 病室 2 名の生徒 

病室 

本校会議室ホスト  

 

接続方法④ 

電話回線 

電話回線 

HDMI ケーブル 

LANケーブル 
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＜遠隔システムの環境等＞  使用アプリ：Web 会議システム Zoom 

ホスト＜病室 a＞ 

参加者 ：児童生徒１名、教員１名 

機材  ：iPad 

通信手段：電話回線 

＜病室 b・c＞ 

参加者 ：児童生徒 各１名、教員 各１名 

機材  ：iPad 

通信手段：電話回線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果と課題＞ 

集団学習の機会を持つことが難しい児童生

徒が、お互いの顔を見て活動することで友達の

存在を意識することができた。また、コロナ禍

で普段は接することのない他の病棟の児童生

徒を担当する教員とも交流することができた。 

時々、映像が映らなかったり音声が出なかっ

たりしたが、一度アプリから退出し再度入り直

すことで多くのトラブルは解決した。 

季節や行事（文化祭）に応じたゲームを工夫

して行っているが、ゲームの中で児童生徒がよ

り自分で選択できる場面を設定することが課

題である。 

 

 

＜目的と内容＞ 

集団学習の機会を持つことが難しい児童生徒同士が交

流することを目的として、病室と病室を繋いでのゲーム

遊び（最大 4人まで）を週 1回行っている。 

４月「ぴったんこゲーム」、５月「こいのぼり 

フィッシング」、７月「聖火リレーすごろく」、10月「医

王の刃すごろく」、11 月の「ハロウィン仮装ゲーム」、12

月の「クリスマスツリー釣りゲーム」、1月「坊主めくり」

（Ｐ１５～資料「オンラインで楽しむことができる遊び

の紹介 医王特支病棟訪問編」 参照） 

 

 

病室 

 

（６）遊びの指導 ゲーム遊び：病室と病室 

 

病室 

電話回線 電話回線 

接続方法③ 

電話回線 
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＜遠隔システムの環境等＞  使用アプリ：Web 会議システム Zoom 

ホスト＜本校会議室＞ 

参加者 ：保護者３名、教員１名 

機材  ：PC、大型テレビ、 

HDMI ケーブル 

LAN ケーブル 

Web カメラ 

通信手段：有線 LAN 

＜各病室＞ 

参加者 ：高等部２年生１名、高等部３年生２名、 

教員３名 

機材  ：iPad３台、LAN ケーブル 

変換アダプター（ライトニング⇔LAN・電力） 

モバイルバッテリー、タブレットスタンド 

延長コード 

通信手段：電話回線（２台）、有線 LAN（１台） 

＜成果と課題＞ 

保護者と児童生徒が久しぶりにお互いの顔を

見ることができる貴重な場を設定することがで

きた。お互いに喜んでゲームに参加し、とても

盛り上がった。 

 

 

＜目的と内容＞ 

新型コロナウィルス感染予防のため、医王病

院では外部との面会は制限されている。状況に

よってはオンライン面会や直接面会も実施され

てはいるが、以前に比べ児童生徒の保護者との

面会の機会はかなり減っている。そのため、授業

参観の際に、保護者が生徒と同じ遊びを共有し

て楽しむことを目的に病室と学校を繋いでゲー

ムを行った。４月には、「ぴったんこゲーム」、７

月には「聖火リレーすごろく」を親子チームで行

った。 

１１月の学校公開には一部のクラスで、「ハロ

ウィン仮装ゲーム」（Ｐ１６資料「オンラインで

楽しむことができる遊びの紹介 医王特支病棟

訪問編」 参照）を行った。 

 

本校会議室  

病室 

（７）授業参観 遊びの指導 ゲーム遊び：本校会議室と病室 

 
接続方法④ 
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（前ページの接続について） 

 

 

  

病室 

 

本校会議室 ホスト 

ほ 

 

電話回線 

電話回線 

 

アダプター○※  

LANケーブル 

HDMIケーブル 

LANケーブル 
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＜遠隔システムの環境等＞  使用アプリ：Web 会議システム Zoom 

ホスト＜本校会議室＞ 

参加者 ：保護者６名、教員１名 

機材  ：PC、大型テレビ 

     LAN ケーブル 

HDMI ケーブル 

Web カメラ 

通信手段：有線 LAN 

＜各病室＞ 

参加者 ：中学部３年生１名、 

高等部３年生２名、 

教員 各１名 

機材  ：セルラータイプ iPad 

３台 

通信手段：電話回線 

＜講師席 iPad2 台（Wi-Fi）＞ 

 

＜会場を撮影する Web カメラ（ＰＣに接続）＞ 

＜ホスト PC＞ 

＜目的と内容＞ 

卒業学年の生徒を対象に郷土の文化を親

子で体験することを目的として校外から 2

名の水引作家を招き、体験活動を行った。保

護者は本校会議室で、児童生徒は各々の病室

で担当教師と「淡路結び」や「梅結び」のス

トラップを作った。保護者も児童生徒も水引

作家の手元をアップ画像で見ながら金沢の

伝統文化である水引の魅力を体験できた。卒

業学年の生徒以外は後日録画で体験した。 

 

 

 

参加者 ：講師２名 

機材  ：iPad２台 

     タブレットスタンド 

     タブレットホルダー 

通信手段：校内 Wi－Fi 

講師用 

（８）文化祭 水引体験：本校会議室と病室 

 

本校会議室 

ほ 

 

接続方法④ 
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本校会議室 ホスト 

 

講師全身撮影用 iPad  

（校内 Wi-Fi） 

講師手元撮影・録画用 iPad 

（校内 Wi-Fi）  

＜成果と課題＞ 

Web会議システムZoom はPC版と iPad版では表示の仕方や機能に差がある。多数

の iPad を繋ぐときはホストが有線の方が安定すること、iPad よりも PC の画面が大き

く担当者が操作しやすことからホストは PCで行った。 

Zoomに参加した iPad2台で講師の姿と手元をそれぞれ映 

すことで、ホストの PC担当者がZoomの機能（ピン止め） 

を使い適宜切り替え、講師の姿や手元を大きく映すことができ 

た。              

保護者がWebカメラの前に立つことで、アップで生徒に話しかけることもできた。 

病室（卒業学年生徒 3 名）  

 

会場全体撮影 

 

ホスト PC 

 

電話回線 電話回線 電話回線 

＜手元が大きく映った場面＞ 

 

HDMI ケーブル 

LANケーブル 
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文化祭で取り組んだ映像劇「医王

の刃（オリジナル脚本）」の取り組み

に合わせ、お話の世界をより楽しむ

ことを目的に自作したすごろく。さ

いころや無料のルーレットアプリを

使い、山や滝での修行にちなんだ画

像を視聴しながらゴールを目指す。

猪や熊に遭遇し 3 つ戻ったり、温泉

で休憩し1回休みになったりするマ

スもあるよ。 

 

 

オリジナルソングを歌った後、校長が

どちらの色の花を選んだかを予想しま

す。全員決まったら、「赤！黄色！どっち

だポン！」の合図で、決めた色の花を見

せ合います。その後、校長が色を選んで

おいた花を提示。校長と同じ色を選んだ

人がポイントゲット。 

 

オンラインで楽しむことができる遊びの紹介

医王特支病棟訪問教育編 

 

 

福島県を出発地として、聖火リレーの順

に沿ってさいころや無料のルーレットア

プリで出した数の都道府県を進みゴール

の東京都を目指すすごろく（自作教材）。途

中いくつかの都道府県では名所や祭りの

映像を視聴したり、特産品の匂いや感触を

楽しんだりしました。 

背景を暗くするとルーレット

が、見やすくなるよ。 

 

聖火リレーすごろく 

 

医王の刃すごろく 

 

ぴったんこゲーム 

 



 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竿はチラシをまいて作りました。

糸の先には磁石をつけました。 

 

を 

 

 

ルーレットの数字（１～８）と

同じ数字が書かれたグッズで仮装

し、記念撮影をしたり、友達の姿

を画面で見たりします。 

 無料のルーレットアプリを使い

ました。 

 

端午の節句やクリスマスツリーの飾り 

の絵カードに5色のシールが１枚ずつ 

貼ってあり、参加者が同じ枚数を釣った 

後、配点表に沿ってポイントを集計し勝 

敗を決めます。あらかじめ、どの色が何

点かの４種類の配点表を封筒に入れてお

き、メインの教師がその表を引き出し配

点を発表、各自集計します。出来上がっ

た飾りの披露や記念撮影も楽しみです。 

 ひな人形などを釣ってひな壇を飾って 

いく「ひなま釣り」ゲームもあります。 

 

 

＜無料ルーレットアプリの紹介＞ 

分割の数や色を変えることができ、文字

を入れていろいろなルーレットを作ること

ができます。音、速さも選べます。 

カーリングに似せたカローリングやサッ

カーなどもさいころやこのアプリでプレイ

しています。 

 

ハロウィン仮装ゲーム 

 

こいのぼりフィッシング 

 
クリスマスツリー釣りゲーム 
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さいころやルーレットの数字（１～６）を 2

つ 1 組とし、百人一首の絵札を 3 つの山に分

けておきます。出た数字の札の山の上から1枚

めくり、坊主が出たらもちろん札は没収される

など、基本的なルールで行います。 

坊主の札をひいたら、坊主頭、旬のお笑い芸

人の坊主頭を印刷したものをかぶって相手に

披露、自分の姿もタブレットの画面で見て楽し

みます。女性の札は姫の髪型、男性ならば烏帽

子をかぶり、天皇皇族の札はきらびやかな畳の

ヘリを模したものを胸に飾ることができます。 

 ちょっぴりですが、コスプレ要素を楽しんで

います。  札はアルコール消毒ができるよ

うに、フリー素材を印刷したもの

をラミネートしています。百首す

べてではなく児童生徒一人につき

40 枚程度、女性や天皇などが同

数になるように用意しています。 

カラープリントで顔出しパネル的な

被り物を作っています。烏帽子や坊

主頭もあります。 

写真は小倉百人一首 舞扇（任天堂） 

お正月恒例  坊主めくり 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=oh%2bSRA73&id=4D380A009618D9518CC14A3C1270C781FFEBB12B&thid=OIP.oh-SRA73hapgZgRWTqjVbAAAAA&mediaurl=https%3a%2f%2fthumb.ac-illust.com%2ff4%2ff4a298e9c0557d728811e0f7d731b499_t.jpeg&exph=340&expw=454&q=%e7%84%a1%e6%96%99%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88%e3%80%80%e5%a7%ab&simid=608048527585854741&FORM=IRPRST&ck=A38E6FFCECFB5FBFD47D1541127A3759&selectedIndex=318
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紹 介 し た 事 例 で 本 校 が 使 用 し た 機 材 一 覧 表  

教育用 PC  

（カメラが内蔵されてないタイプ） 

 

下記のWebカメラを繋ぐことで画像を送

ることができます。Web会議を開催する際

にタブレット端末よりも比較的性能の高い

PC をホストにすると安定します。 

授業支援システムを使用したり、ファイ

ルを送ったりして、接続先との間で学習に

利用する資料を共有するために使用しま

す。 

 

Webカメラ 

（USB端子等で PC に接続して使う） 

 

 

ズームやピント調整機能で暗い場所でも

自動的に明るく調整されるなど、Web会議

や動画配信に適した機能が内蔵されていま

す。指向性の高いマイクが内蔵されてお

り、自分の声を拾いやすいです。 

1080pのハイビジョンビデオ対応の製品

を選ぶと安心です。動画配信などでより画

質の良い映像を撮影したい場合には、300

万画素、４ K 対応製品がおすすめです。  

大型 TV    

 

教室の明るさに左右されずに、高精細な

映像を鮮やかに明るく表示できます。 

 タブレット端末やＰＣに接続する際には

下記に示す HDMI ケーブルやアダプターが

必要です。  

 

 

 

 

 

・ LANケーブル 

PC や iPadをLANポートに繋ぐコードで

す。有線でインターネット回線に接続しま

す。 

・ HDMI ケーブル 

PC やタブレット端末の画面を TV に映

し出すために使います。  HDMI ケ ー ブ ル 

 

LAN ケ ー ブ ル 
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学習者接続用タブレット端末 

（本県特別支援学校は iPad） 

画面が広く、 PC 並みの処理能力を持ち

つつ別途データ通信の契約をすることで外

出先など場所を選ばず利用できるなど多く

のメリットがあります。個人やグループの

児童生徒が、講師や他校の児童生徒と個別

に繋がる場合、児童生徒の持つ情報端末か

らWeb会議システムを使って接続します。  

セルラータイプタブレット端末（備品として購入） 

Wi－ Fi 環境がなくても電話回線でネットに繋ぐことができます。現在は、差込口

がライトニングのものとUSBタイプ C ものと、各タイプ２台ずつあります。 

SIM カードは 13 節の使用料及び賃借料で購入しています。 

アダプター 

 

★タブレット端末（ iPad）と HDMI ケーブ

ルを繋ぐアダプターです。 

○※ タブレット端末をLANポートに繋ぐもの

で、USBタイプ C 対応USBケーブルを使

用すれば、USBタイプ C モデルのセルラ

ーも使用できます。  

モバイルバッテリー 

 

 

大容量 20000mAh とたっぷり使用でき

るタイプのものがあります。    

USB出力ポートはUSBタイプ C とUSBタ

イプ A の２ポートを搭載しています。 

入力ポートは microUSB とUSBタイプ C

の２種類の端子から充電ができます。 

タブレットスタンド・ 

タブレットホルダー 

 

 

 

 

 

 

タブレット寝ながらスタンド 

キャスター付きなので移動がスムーズに

行えます。 

高さ調節はアジャスター機能搭載のため

丁度良い高さで固定できます。また、ホル

ダーも角度を自由自在に調整できます。 

 

 

 アジャスター機能を搭載しており、高さ

の調節が可能です。また、ホルダーも見や

すい角度に調節することができます。 

 

○※  

 

 

★ 
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Ⅲ 本校のネットワーク環境と機器について 

 

 

 

 

 

（１）本校の ICT 環境・ネット環境 

 

   本校内のネットワーク環境は問題ないが、現在在籍している児童生徒は全

員が病棟訪問教育の在籍であり、隣接する医王病院に入院しているため、全て

の授業を病院内で行っている。 

本校では、数年前から下記のような条件のもと、学校と病室や、病室と病室

をネットで繋いだ活動を少しずつ行ってきた。 

・医療機器への干渉の危険性から、病院内で Wi－Fi は使用できない。 

・各病室の使用できる LAN ポートは一つしかなく、同室の児童生徒が同時に

使用することはできない。 

・使用するタブレット端末は、ネット接続によるウイルス対策のため病院使

用専用とし、院外でネットにつなぐことはできない。 

・同時に４人以上で繋げると不安定になりやすい。 

・LAN ケーブルや AC アダプターのケーブル、延長コード等が足元やベッド

上で医療業務の妨げにならないような配慮が常に必要となる。 

・モバイルバッテリーの使用は、その重みでアダプターやケーブルを頻繁に

破損させてしまう。 

 

上記にあるように、これまでのタブレット端末だけでは接続や設定が複雑

な上に故障やトラブルも多く、LAN ケーブルや延長コード等が医療業務の妨

げにもなることから、昨年度から電話回線が使用できるタブレット端末を併

用するようになってきた。 

そして今年度、小中学部に１人１台のタブレット端末が本校にも届いたこ

とにより、まずはこのタブレット端末を病院内で使用するための説明とお願

いをする場を、本校と医王病院との間で設ける必要が出てきた。（詳細は次頁） 

同時に県の「GIGA スクール推進事業モデル校」に指定されたこともあって、

これを機に改めてネット環境と機器の整備に取り組むこととなった。 

専門知識を持つ人材のいない中、試行錯誤の末、前述の実践例にあるような

機器をそろえることで、なんとか医王病院内での使用環境に改善が見られる

ようになった。（実践例で使用した機器以外のものについては、<別表>で一部

を紹介する。）  

また、本校の遠隔授業では、実践する教員の混乱を避けるため以前から使用

してきた Web 会議アプリ Zooｍ（無料版）を今年度も使用した。他校の職員
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が参加する研修会をスムーズに運営することと、文化祭のために、Zoom プ

ロをそれぞれの時期に 1 か月ずつ契約しての使用を試みた。その期間は時間

制限なく接続でき、各機能の使用が可能になった。 

県では Google Meet でのオンライン授業ができるように整備されており、

今後活用していく予定である。 

    

   

（２）病院内ネットワークの使用等についての確認事項 

 

例（本校と医王病院との打ち合わせ会より） 

・使用するタブレット端末は県教委の管轄下で強固なセキュリティーに守ら

れていることの了解と使用の許可。 

・LAN ポート（各病室一か所のみ）を使用し、有線 LAN で接続すること。

Wi－Fi や Bluetooth などの無線システムは児童生徒が使用する医療機器の

動作に影響を及ぼす可能性があるため使用しないこと。 

・病院の LAN ポートへの接続については県教委の許可も得ること。 

・毎年度当初に病院側に有線 LAN の使用確認をとること。「使用許可願」等

の文書は不要。 

 

それぞれの医療機関のネットワーク環境や機器の状況に応じて以上のよう 

な内容について確認することが必要となる。 
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<別表>その他 本校で活用している機器の紹介 

 

ウェアラブルカメラ 2 台 

  

ハンズフリー撮影ができるため、活動をしながら臨場感のある

記録を残せます。また、防塵・防水・耐衝撃などの性能が充実し

ています。 

無指向性マイク   

1 台 

 

全方位から音声を集めるマイク。教室全体の声を拾うことがで

きます。連結することでより広範囲の声が集められるものもあり

ます。 

スピーカー内蔵のディスプレイ  

 

接続先を映し出す大型ディスプレイから音が出ることで、映像

と声の方向が一致します。 

接続する PC、タブレット端末の音量を 0 にすることでハウリ

ングを防ぐことができます。 

個別スピーカー  ４台 

 

配置を工夫することで、エコーやハウリングの発生を抑制できま

す。 

近くに複数の端末がある場合 1 台をスピーカーに接続し他の

端末の音量は 0 にすることでハウリングを防ぐことができます。 

スイッチャー  1 台 

 

複数のカメラ映像の切替やスライド資料の画面表示など、動画

撮影時の演出を行うためのコントロールパネルです。複数のマイ

ク音声をコントロールするミキサーがついたものやモニター内

蔵のものなど、用途に合わせて各メーカーからさまざまなものが

ラインナップされています。HDMI ケーブルでビデオカメラやタ

ブレット端末などを接続します。 

可搬型アクセスポイント 

（モバイル Wi-Fi ルーター） 

 

固定型アクセスポイントが設置されていなかったり、固定型ア

クセスポイントの電波が届かない場所で接続したりする場合に

使用します。 

５G 対応のモバイル Wi－Fi ルーターも登場しており、モバイ

ル環境でもより安定した通信環境を構築することが可能となっ

ています。 
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Ⅳ 病気の子どもの学習保障の現状 

 

 

 

近年、病気で入院する子どもの入院期間は短期化の傾向があるが、病気の種類によっ

ては、長期間の入院治療を必要としたり、短期間の入退院を繰り返しながら治療を行っ

たりするケースもある。また、退院後も定期的な通院が必要であったり、感染予防や生

活管理が必要であったりする場合もあり、それぞれの対応が求められる。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気の子どもや入院している子どもは、身体の状態や治療、学習や生活等に対して

様々な不安があります。また病状や治療によって活動等に制限がある場合もあり、強い

ストレスを抱えることも多くあります。 

このような状況の中、適切な学習機会を確保し、学習内容を充実させることは、教育

の保障として不可欠であるとともに、病気の子どもや入院している子どもにとって大

きな心の支えとなります。 

一人一人の病状や治療期間は異なるが、学びを保障し、よりよい支援や配慮を行うこ

とは、子どもの成長にとって非常に重要なことです。 

（福島県特別支援教育センター「病気の子どもや入院している子どものためのハンド

ブック」より抜粋） 

県内の院内学級や特別支援学校（病弱）の病院訪問教育は、義務教育段階の児童生徒

が対象であり、対象とならない高校生の学習支援については特に配慮が必要である。本

校のような病弱教育のセンター的役割を担う特別支援学校（病弱）に相談し、本人・保

護者の思いに寄り添い、主治医や病院のソーシャルワーカーなど医療機関と連携し、本

人の体調にあった学習をしていく方法を探り、支援する必要がある。 

 学習の形態としては、Web 会議システム等を利用し、病室と在籍校教室をつないで

の同時双方向型の遠隔授業が考えられる。その場合、病院のインターネット環境やセキ

ュリティ、使用機器、場所、ケアの時間の調整など確認すべきことが多くある。配信側、

受信側の機器の設定や出席に関わる用件を満たしているか、定期テストや実技の扱い

など単位認定に関わる事項もあらかじめ確認して実施する必要がある。コロナ禍で

GIGA スクール構想を受けて、１人１台端末が整備されたことで、病気療養中の児童生

徒の学習保障を同時双方向型の遠隔授業で実現できる可能性が広がったので、活用を

検討してほしい。 

 

（１）病気の子どもや入院している子どもに対する教育の意義 

 

（２）高校生の学習支援 
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Ⅴ 在籍する子どもの病気や入院が分かったら 

入院 

 

主治医の 

許可 

転学の 

手続き 

治療と 

学習 

退院 

 

前籍校 

 

転籍の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

１ 本人の病気や入院の情報の 

把握 

・保護者から病状・治療期間・病名等の情報を

得る。 

・本人・保護者から学習や生活に対する思いや

不安を聞くなどの相談支援を行う。 

・医療機関からの情報が必要な場合は、保護者

からの了解を得て行う。 

・校内の関係者（管理職・特別支援教育コーデ

ィネーター・養護教諭等）と情報共有する。

その際、個人情報に配慮する。 

２ 本人・保護者の意向、病状や 

治療期間を把握したら 

・病状や治療を踏まえた学習についてのニーズ

を把握し、支援を検討する。 

・本人・保護者に支援の内容を伝え、確認して

もらう。 

＊具体的な支援や配慮などの相談がしたい

場合 

市町村教育委員会、県教育委員会、 

特別支援学校（病弱）などに相談 

３ 入院しての治療の場合 

   

①特別支援学校（病弱）や病弱特別支援学級（院内

学級）が隣接または、設置されている病院への入

院 

  医王病院：医王特別支援学校（小中高） 
小松市民病院：医王特別支援学校小松みどり分校 

        （小中） 
金沢大学附属病院：紫錦台中学校（院内学級） 

          ：小立野小学校（院内学級） 

②特別支援学校（病弱）が設置（隣接）されていな

い病院への入院 

  金沢市近郊：医王特別支援学校病院訪問教育 

 

 

長期（概ね 1 ヶ月以上）

の場合、転籍して学習を

うけられ、退院後は前籍

校に戻ります。（事前の

協議が必要な場合もあ

ります。） 
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Ⅵ 遠隔授業を活用した学習支援について 

 

特別支援学校（病弱）や院内学級が隣接、設置されていない病院へ入院する場合、入

院が短期間、または本人・保護者が転学を望まない場合は、在籍校による学習支援が必

要となる場合がある。文部科学省や国立特別支援教育総合研究所の病気療養児の ICT 機

器を活用した遠隔授業について検証が進み、その有効性が実証されているところです。

以下、「遠隔授業のための資料」を参考にし、実施可能な学習支援について検討してい

くことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 HP 

・「病気療養等により支援が必要な児童生徒のための遠隔教育 Q＆A」 

     独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 令和３年７月 

・「入院児童生徒等への教育保障体制整備事業」事例整理集 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 令和３年７月 

＊文部科学省からの通知や、各県の取組に関するデータなどの情報が網羅され、 

 検索しやすい 

１ 遠隔教育システム導入実証研究事業（文部科学省）の冊子 

遠隔教育システム導入実証研究事業：平成３０年から実施 

・遠隔教育システム活用ガイドブック 第３版令和３年３月 

・遠隔教育システム活用ガイドブック 第２版令和２年３月 

・遠隔教育システム活用ガイドブック 第１版平成 31 年３月 

＊事業に取り組んだ県や学校の研究成果がまとめてあり、参考になる 

３ 病気療養児に対する遠隔授業の制度について 

・小・中学校等における病気療養児に対する同時双方向型授業配信を行った場合の指導

要録上の出欠の取扱い等について（通知） P２６ 参照  

＜平成 30 年 9 月 20 日付け 文部科学省初等中等教育局長通知＞ 

・高等学校・特別支援学校高等部段階における遠隔教育の取扱いについて 

＜平成２７年４月 2４日付け 文部科学省初等中等教育局長通知＞ P２６・２７ 参照 

・高等学校等におけるメディアを利用して行う授業に係る留意事項について （通知） 

 ＜令和元年 11 月 26 日付け 文部科学省初等中等教育局長通知＞  

・高等学校段階の病気療養中等の生徒に対する、遠隔教育（メディアを利用して行う授

業）の要件緩和について  P２８ 参照 

・学校教育法施行規則の一部を改正する省令の施行について（通知）  

＜令和２年５月 15 日付け 文部科学省初等中等教育局長通知＞ 

１ 遠隔授業のための資料（参考） 
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小・中学校等における病気療養児に対する同時双方向型授業配信を行った 場合の指導要録

上の出欠の取扱い等について（通知）（文部科学省参考資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校・特別支援学校高等部段階における遠隔教育の取扱いについて 

（文部科学省参考資料） 
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高等学校・特別支援学校高等部段階における遠隔教育の取扱いについて 

（文部科学省参考資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校・特別支援学校高等部段階における遠隔教育の取扱いについて 

（文部科学省参考資料） 
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高等学校段階の病気療養中等の生徒に対する、遠隔教育（メディアを利用して行う授

業）の要件緩和について（文部科学省参考資料） 
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遠隔授業を開始する状況を整える 

 主治医、当該病院の医療コーディネーター、ソーシャルワーカー等の相談担当者

と相談し、遠隔授業が可能かどうか確認する（健康上問題ないか、授業を受ける

場所はあるか、機器の設定等の確認や管理、通信環境はどうか、配信中の対応者

の確認等）。＊ある程度見通しが持てたら、カンファレンス等で、関係者が情報

共有し支援を確認、課題等を検討するとよい。 

＊当該病院での実施が困難な場合 

 個人情報に関係することや通信ネットワーク等、または病状等によって当該病院

での実施が困難な場合は、適宜病院側と相談し、適切な支援を考える必要がある。 

保護者・本人への説明 

 病院の相談担当者と連携し、適切なタイミングで、学校として実施可能な支援に

ついて適宜情報提供する。病気療養中であることを踏まえ、児童生徒の心身の状

況によって無理なく計画実施することを理解してもらう。 

遠隔授業に係る学習の評価 

同時双方向型授業配信と併せて、在籍校教師（＊1）が定期的に病気療養児を訪問

し学習や生活の状況を把握し評価を行うことが基本となる。履修や単位認定に関

しては、あらかじめ校内で確認しておく。学習の理解度を確認するために授業中

にテストを行う際は、児童生徒の体調や学習の方法に合わせて受けやすい環境作

りをする。（＊1）：遠方の場合、医王特別支援学校の専門相談員等が支援することも可能 

自宅療養になったときの遠隔授業 

自宅での遠隔授業は、可能であるが、機器等の準備を含め、環境整備が必要であ

る。簡易的にはタブレット型端末と Wi-Fi ルーターがあれば可能。自宅等で遠隔

授業を行う際も、健康管理や緊急時に対応できる体制を整えておく必要がある。

付き添う対応者は、教員でなくてもよい。この場合も入院時同様、在籍校は履修

や単位認定についてあらかじめ確認しておく。付き添いをする対応者と授業者が

事前に連絡を取り合い、授業実施の可否を判断し、担当医の助言も参考にしなが

ら行う。 

病室では、他の入院患者への配慮（音量、プライバシー等）

が必要。病院と相談し、病室以外の場所が確保できるとよい。 

２ 遠隔授業を活用した学習支援の進め方 

 

入院中 

 

入院前-準備 

 

 

退院後 
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Ⅶ 遠隔授業に向けての職員研修 

 

 

 

 

GIGA スクール構想モデル事業に取り組むにあたり、遠隔教育システムに関わるス

キル向上を図ることを目的に以下のような研修を企画、実施しました。ご教示頂いた

講師の方々、学校関係者の方々に感謝いたします。 

（１）GIGA 出前サポート研修 

「GIGA スクール構想モデル事業（遠隔授業）～他校の支援ができるようなマニュア

ルづくりに向けて～」 

   日時 令和３年６月４日（金） 

   講師 県教員総合研修センター 指導主事 

   目的 ビデオ会議システム Zoom の基本的な使い方を学ぶ。 

（２）遠隔学習についての研修会 

日時 令和３年７月２０日（火） 

講師 高田 隆二 氏  

＊ＩＣＴを活用してオンラインマジックを実践しているプロマジシャン 

目的 ・今後実施予定の手元のアップと全体像の両方を活用した遠隔学習につい

て、方法や機器等を学び、実践に活かす。 

      ・日頃のオンライン授業での小さな疑問点等について解決を目指す。 

（３）近隣県の取り組み状況の聞き取り 

   目的 富山県、福井県の病弱特別支援学校に遠隔授業の取り組みを聞き取り、参

考にする。 

（４）先進校に学ぶ研修会「入院中の高校生支援」について（オンライン研修） 

   日時 令和３年１１月１９日（金） 

      講師 京都市立桃陽総合支援学校  

医教連携コーディネーター 篠原 淳子 氏 

   目的 入院中の高校生支援の実際について、他県の先進的な例に学び、本校の教 

育相談等担当者の知見を広げることで、今後の教育相談に活かす。 

   参加 管理職 教育相談担当者 養護教諭 

（５）GIGA スクール構想モデル事業に関わる研修会について 

日時 令和３年１２月１４日（火） 

講師 金沢星稜大学 人間科学部 准教授 新谷 洋介 氏 

目的 ・GIGA スクール構想モデル事業に関わる ICT 機器等の基本的な設定等 

について学ぶ。 

      ・重度重複障害児童生徒の１人１台端末活用についての現状と留意点を学 

ぶ。 


